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ズ
：ム
：に
お

「
い
て
は
議4

^
主
主
義
は
、
ゝ
労
働
階
級
が
窮
芝
か
ら
脱
出
す
る
た
め
，
 

の
唯
.

一

万
能
の
手
段
と
し
弋
要
請
さ
れ
て
い
る
：。
從
つ
て
ー
チ
々
丨
チ
ズ
ム
.は
全 

く
労
働
階
紙
の
も
の'で
あ
る
。.
"し
か
じ
、

こ
办
労
働
階
級
な
る
も
の
の
実
態
は 

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
極
め
て
旗
雑
で
あ

.つ
た
0
:
チ

ャ

ー

：
チ

ズ

.^
に

お

け 

る
内
i

争
や
、
そ
の
衰
滅
の
理
由
も
こ
の
よ
う
な
構
成
要
素
と
の
.関
連
な
し 

.に
は
理
解
す
る
亡
と
は
：で
ぎ

.な
^:
。
十
九
世
紀
殊
に
そ
の
前
半
は
資
本
主
義
発
： 

.

展
：の
中
で
旧
い
生
産
形
態
が
淘
汰
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
り
、
劳
働
者
が
近
代 

プ

ロ
1/
タ
リ
.ア

一

ト

と-1
.
て
の
階
級
的
同
質
性
を
高
め
て
ゆ
く
過
程

‘で
あ

る
--
0

. 

こ
の
様
な
過
程
の-中
で
、
,
ロ
シ
ド
ン
f
.
.

ア
ー
チ

グ
ノ
..はそ
め

歴
史
的
役
割
を
終.
 

り
、_農

村

手

工

は

機

械

’と
新
救
貧
法
に
よ
つ
て
も

.は
や
そ
の
社
会
的
意
義 

-

を
失
う
て
行
っ
た0
そ
し
て
一
八
四
尤
年
に
穀
物
法
の

i

が
中
i

級
を
、

一
八
四
七
年
の
十
時
間
法
制
定
が
工
場
労
働
者
を
満
足
さ
せ
る
と
、
も
は
や
わ
：
 

れ
わ
れ
は
チ
ャ
ー

チ
ズ
ム
の
昂
揚
を
も
た
ら
し
た
殆
ど
す
ベて
の
社
会
的
条
件 

が
過
ぎ
去
ら■
て
い
る
の
を
み
る
。「

新
救
貧
法
は
.法
文
の
内
容
よ
り
も
実
際
は 

ず
っ
と
穏
か
に
実
施
さ
れ
た
し
、
.

十
時
間
法
闘
争
は
ー
八
四
七
年
ロ
バ
ー
ト
• 

ピ
ー
ル
が
そ
の
エ
塲
法
を
通
過
さ
_

せ
る
と
共
に
労
働
者
の
も
の
>

な

.
ャ

て

終

っ 

た
。
し
た
が.

っ
て
チ
.

ャ
卜
.

チ
ス
ト
運
動
は
正
に
と
れ
ら
の
希
望
と
目
的
を
目
ざ
.

八

〇(

八
9

(

1)

.

し
て
い
た
全
て
の
支
持
.
者
を
失
つ
次
の
で
あ
る
。

」

：
か
：く
1 .
:

て
1
八
四
八
年
以
，
 

降

、
；
：
ィ

ギ

リ

：：

ス

傷

運

動
.
は

組

織

労

働

者

：
の

：
〃
：
ニ
ュ

.
)
-*
.
モ

デ

；ル
“
，
，
の

時

代

に 

.

.
入

を

の

で

あ

る
。

--
:

;
.

'
. ''■■、
 

^

'
■:
ー
ル
五
〇
年
以
前
に
お
け
る
ィ
ギ
リ
ス
労

_
運
動
の
革
命
的
、
.政

治

醫

向
 

は
、
：
そ
れ
以
後
今
日
ま
で
続
く

.と
こ
ろ
の:'
'
"麗

"
.
な
努
働
運
動
と
較
べ
て
著 

.し
く
異
質
的
で
-あ
る
マ
周
知
の
通
か
エ
シ
ゲ
ル
ズ
は
労
働
運
動
の
こ
の
様
な
政 

.
洽
的
穏
健
化
め
理
由
を
、

.ィ
ギリ

；：

ス
資
本
主
義
の
〃
世#
の
工
場
"

と
し
て
の 

発
展
に
隞
し
て'い
る
。
^
外
植
民
地
か
ら
の»
過
^
^
が
労
働
者
上
層
部
を
ぅ 

る
お
し
、
そ

の

攀

阻

を

失
;^
せ
：た
、

と
い
ぅ
の
で
あ
：る
。
私

の

研

究

の

積 

極
的
意
因
は'
労
働
運
動
を
構
成
す
る
労
働
者

5
M

®

の
性
格
を
分
析
し
、
そ 

の

内

襲

成

の

変
化

を
重

擺
す

る
点

で

‘
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
こ
の
説
明
を
補
足
し
よ

.ぅ

と

す

る

所

に

あ

つ

た

。

.:'
-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

-

注(

1)

,
W

. s
e
h
l
;
S
o
z
i
a
l
i
s
m
u
s

 

K
o
m
m
u
n
i
s

 

日

u
s

 

u
n
d

 

A
n
a
r
-

 

.

c
M
s

日us,. 

f
i
M
t
e

 

A
u
f
l
a
g
e
,

 

1923, 

s. 

268.

(

2

)

エ
ン
ゲ
：
ル

ス

「

イ
ギ
リ
ス
に.お
け
る
労
働
者
階
紙
の
状
態

」

一
八
九 

-:

年
ド
イ
ツ
語
第
二
阪
へ
.
の
：序
論
、
大
月
版
五
〇
四

.頁
。

周
知
の
ど
と
く
、

マ
ル
.ク

ス

は

，

『

資
本
論』

' 第

三

部

第

ヨ

篇

第s
.
f章
に
お 

い
て
、
資
本
の
，有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
っ
て
平
均
科
潤
寧
が
低
落
す
る
こ

.. 

と
を
、_

本
制
的
生
産.に
と
_マ
.て
.蓄

重

要

な」

：

「

體

ぜ

と
.し

ゼ

：論
定
：し
ゾ 

た
0
.こ
の
.
.

「

法
則」

：'は
資
本
が
利
潤
を
追
求
す
る
過
程

[!
'
:§:か
か
！
：
扣
い
、
'
:
利 

濶
率
の
低
落
が
必̂g

に
^
'み
だ
さ
れ
る
：と
い
：ぅ

矛

盾

を

示

し

て

お

り

、

.「

資 

本
制
生
産
様
式
の
制
限
性
と
、

.そ
：の
単
に
歴
史
的.' ー.诗
的
な
性
格
と
：を
立
証
' 

す
る」

.も
の
で
あ
る
と
：い
わ
.：れ
て
い
る0 .

そ
れ
ゆ
え
、

こ
の..

「

法
則」

.は

..

『

資 

本
論』

体
系
に
お
い.て
き
わ
め
て
童
要
な
位
置
を
し
め
：て
い
：る
と

U
え
よ
，

.
し
.か
し
な
.が
ら
、

こ

の「

法
則
^
の
論
誠
苜
体
に
っ
い
て
も
、

'
.ま
た
産
業
輝. 

環
と
；い

ぅ

形

態

を

と

っ

て

著

資

峯

積

の

蓮

動

：の

^.
か
.で
、:-
'
こ
.の
.「

法
則
4
' 

ヵ
レ
力
に
つ
ら
ぬ
力
れ
、

い
.力
に
.し
て
資
本
制
生
産
を
制
限
づ
け
.て
：い.く
の
.
.か
..

と
い
ぅ
点
に
つ
い.て

も

、
：
賺

論

X
.

の

説

明

は

決

し

て

一

充

分

な

も

0

と.
は
：
い
一 

v
^
^
u
-
0 
_
’
：'

.

.

.

.
戦

缚
' 
ス
ウ
ィー

ジ
I:
や
J
ぐ•
口
：ビ.ン
>
シ
等
が
こ
め
：

「

法
則」

，
の
論
証
の 

不
充
分
さ
を
指
摘
し
；た
た
め
、
な
れ
を
め
ぐ
マ
て

.

4

九
五
：：ニ

ー

五
年
頃
、
多
少 

の
論
議
が
行
わ
れ
た
が
ク
：
こ
；の

.論
議
も
決
し
て
有
の
：問
題
：を
解
明
す
る
も
の
で 

は
な
か
ら
た。

 ̂

.
r
 ̂

.

.
V
, 

'

:

ス
沴
ィ
！
ジ

，~
導

が

議

し

表

疑

問

ゆ

.つ
ぎ
の
点
に
あ
っ
た
々
マ
ル
ク
ス
は 

.

「

法
則」

の

証

明

に

お

い

て

一
 

定
と
い
ぅ
前
提.を
：お
き
、
有f

 

構
成
の
高
度
化
が
，ら
直
接
に

.

.
^
^
率
の
低
落
を
導
き
だ
し
：て
い
る
。

し
か
し
、 

生
産
力
の
発
展
は
同
時
に
他
面
で
は
、
剰
余

f

率
の
上
昇
、
.不
変
資
本
の
価 

値
減
少
等
を
も
た
ら
：す
か
ら
、

.利
潤
率
の
傾
向
は
ボ
確
定
で
：あ
る

。

.:

.

:
こ
れ
に
対
し
て
、

わ

が

国

の

論

者

達

は

,

.

'

(1
)

「

房
働
：の
搾
取
度
増
大
に
よ
る
労
働
者
数
減
少
の
補
償
に
；は
、
超

え

る

こ
.
 

と
の
：で
：き
な
い
特
定
の
'限
界
が
^
るJ

。

:-.
,

'

:

'.
塑

産

カ

の

発

展

ぼ

第

：一；：部
門
の
方
が
第

-:
部
門
よ
り
も
よ
り
高
度
に
進
む
' 

傾
向
に
あ
る
か̂

:
総

讓

の

宥
1
^
*
诚
^-
.高
度
化
す
る
平
均
率
よ
り
も
-

労
働
力
の®

の
減
少
V
:相

対

的

剰

値

の

増

大

の.率
は
小
さ
い
。

.

.■
„ 

.

. 

.

.

. 

:

■

.

.

.

 

. 

-
.
.

■ 

.

A一.
'
.
.
.
C
A
'

一：
 

V
. ■

,

ギ

ル

マ

ン

『

利
潤
率
の
低
落

』

を
め
ぐ
つ
て



.
1

.

.
,
.3
)

坐

産
•
流
通
期
間
は&

縮
さ
れ
石
傾
向
に
あ
る
が
、
.
総
資
本
中
に
じ
め
る 

.
1̂

資
本
の
雙
ロ
、

(

そ
の
I

久
度
が
増
大
す
る
た
：め
、

.

(

総
資
本
の
回
転
期
間
は
:'

'

短
縮
さ
.れ
な
.い
0

.

’ 

•

.
等
の
！̂:
を
指
摘.
し
、'た
：と
え.
：

「

法
則」

..
の
作
用
が.反
対
諸
傾
向
に
ょ' -
て
■緩 

慢
化
さ
れ
て
.
も
、「

法
則」
自
取
は
止
揚
含
れ
な
い
と
主
張
し
た

。

.

4 

'
ib
が
し
こ
の
讓
贫
は

、
：：

利
潤
率
を̂

^

せ
^
要
因
と
、
そ
れ
に
反
作
用
、. 

を
及
ぼ
す
諸
要
因
と
を
外
歡
レ
ち
、
長
期
的
に
枕
前
者
が
ょ
り
優
勢
で
あ
る
：

■と. 

い
う
形
で
の
み
法
則
の
論
証
が
行
わ
れ
、

'
こ
のT

法
則」

'
が

資

本

蓄

積

：の
，運

動 

:

に.
お

ぃて
い
かI

意
義
を
も
っ
ズ
い
る
の
が
.と
い
5
点
ば
ほ
と
ん
ど
究
明
さ

. 

れ
な
か̂
1
1
0
^
た
が'っ
て
こ
の..
：

「

法
則」

.
の
矛
盾
に
つ
い
て
も
、

...
資
沐
：に
ょ.
 

る
^
^
追
求
の
過
程
自
体
に
.
圈

率

低

落.
の.
必

游

性

が

，
ふ

べ

ま

れ

X
V'
る
と
い 

.
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た

:0
1
か
じ
と
れ
で
は
刹
潤
率
の
^
^

は
：い 

わ
ば
直
線
的
.
に
把
え
ら
れ
て
.
し
ま
う.
こ
■と
に
な.-
る
。，：歇
実
、
'
従
来
の
現
実
分
析
.. 

.
で
は
利
測
率
の
下
る
こ
と
を
現
実
か
ら
ひ
き
だ
し
、
'
こ
れ
を
も
っ
て
そ
の
ま
ま 

矛
盾
と
み
な
す
傾
向
が
多
か
れ
少
な
か
れ
み
ら
れ
た
。
ま
た
こ
れ
と
関
連
し
て
、 

一
部
で
は「

利
渦
率
こ
そ
は
資
本
制
生
産
の
根
本
的
な
刺
戟
な

の
だ
か
ら
、
や 

が

て
'1
1
生
産
の
活
気
は
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
生
産
は
眠
り
こ
む
で
あ
ろ
う

』 

(

マ'
ル
：ク
ス

)」

び
M
う
形
で
、
こ
の
利
謂
率
の
低
落
法
則
を
た
だ
ち
に
資
本
制 

生
塵
の.
停

滞•
制
限
に
む
す
び
つ
け
を
解
釈
も
あ
る
。:

■,

し
か
し
、
，
こ
の
利
潤
率
の
低
落
は
反
対
諸
要
因
の
も
と
で
、

「

傾
向
と.し
て
. 

の
み
作
用」

し
、

し

た

が

っ

て

r

そ
の
作
用
は
一
定
の
事
情
の
も
と
で
長
期
的 

に
の
み
、

•：

は
っ
き
り.現
わ(

钱

」

.
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、

マ
ル
ク
ス .

が)
j 

.の
法
則
を̂

ク
て
だ
だ
：ち
に
生
塵
.の
；停

滞

，
制
限
を
も
た
ら
す
も
の
と
み 

な
し
て
い
た
と
は
考
え
.ら
れ
な.い
。
む
し
ろ
反
対
に
マ
ル
ク
ス
が
強
調
し
た
の 

、
は
、

.
：

「

--
•
.役
的
利
潤̂

の
^

^

的
^

^

を
生
み
だ
す
の
；と

同

じ

原

因

c

生
：鹿
力 

の
，発
展
一
引
用
者
>
:が
、
資
本
め
蓄
積
促
進
を
、

1.

た
が
：っ
て
資
本
の
取
得
す
る 

剰
杂
®

(

剰
余
価
値
い
利
潤

〕
「

：の
絶
対
量
於
た
ほ
|
|
#
1め
増
大
を
、
条
件
づ 

こ
、と
で
あ
っ
た
。
，'「

^

^

率
ゆ
^

^

ネ
當
積
の
促
谁
と
は
、
.
両
者
が
生 

>産

カ

：
.汾
発
展
を
表
現
ず
る
.か
ぎ
り
で
，は
、
同
じ
過
屬
の
表
現
の
：想
鹿
に
す
ぎ
な 

|

ぷ
こ
め.
ょ
ぅ
紀
、

マ
ル
ク
：
ス
は
利
潤
率
の
：傾

I

低
落
過
程
を
、
，
生
産
力
の 

向

上
=

务

象
»>

か

修
11
'

避

皆

と
-1
;

て
：把
え
：た.土
で
：、「

法
則」

©.
説

明

にっ
づ
 

/'
.、
第
ー
五
章
で
は
、
-.
'
'
'
.
'
か
か
る
過
程
で
蔣
然
化
す
る
問
題
-
^
剰
余
価
俥
の
生
産 

の
条
件
ど
実
現
の
条
件
と
の
対
立

「

価
値
増
殖
の.目
的
と
そ
，
の
.
手

段

と

の

対 

立
•
資
本
の
絶
対
的
過
瓢
生
摩
に
論
及
し
、

こ
れ
ら
を
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落 

か
：：「

汾

聊

か.内
的
諸
矛
盾
の
開
展

1

と
ょ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

.

.

.

.
■ 
■
し
か
し
な
が
ら

『

資
本
^

！は
、
第
.i

五
章
に
お
け
る
右
の
諸
矛
盾
が
、
長
期 

的
-
傾
向
的
と
い
わ
れ
る
利
潤
率
の

.低
落
法
則
_と
い
か
な
る
■

的
関
連
を
も 

っ'
て
い
る
の.
か
と
い.
.ぅ
点
に
つ
いf

明
確
な
解
答
を
与
え
て
は
い
な
い
。

こ
の

た
め
第
ー
五
草€>
-問
題
が
.は

や

1 '
氣

や
#
微
_
低

落

の「

法
則
の
内
的
諸 

矛
盾
の
開
展

」

と
■い

わ

れ-̂
の
か
と
い
ぅ
点
も
明
確
で
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
利
潤
率
の
低
落
法
則
の
作
用
と
そ
の
意
義
と
を
、
産
業
循
環
と
い 

お

緊

>'
^

齋

象

塞

齋
6'
霧

6.
な
か
に
か
ぃx>
明
ら
か
に
す
る
こ' 

と
は
、.
今
後
に
の
こ
さ
れ
た
重
要
な
課
題
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

0
.
こ
の「

法 

則」

の
論
証
も
、
こ
の「
法
則」

が

「

資
灰
制
生
産
様
式
の
制
限
性

」

を
示
す

と
い
う
意
味
も
、

こ
づ
し
た
分
析
を
通
じ
て

f

法
則i

,

の

作

用

•
矛
盾
を
究
明 

し
て
い
く
な
か
で
、
>±

じ
め
て
明
ら
か.に
で
き
る
も
の
と
思
.わ
れ
る
。
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. 

.

.

.

；

. 

. 

. 

(

注
I

V

マ

ル

タ

ス『

資
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e
d
.
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1
9
4
7
,

'oh
a
p
.

 

5
.

(

注
4
.)

'『

資
本
論』

第
三
部
、..^)
三
五
九
，頁。
.

(

.注
5

)

遊
部
久
：蔵

氏r『

利
潤
率
の
摘
向
的
低
落
の
法
則

』

'
‘へ
の
ニ
妾
近

」

.

.:(「

金
融
：経
済

」

17)

、
富

塚

良

三

氏

「

利
潤
率.の
.顧
咏
：的
低
下
の
法
則
と
恐
慌 

の
必
然
性
に
関'す
^

ー
試
論」

.(

福

島

大「

商
学
論
5-

ニ

ニ

卷

五

号

，
六

' 

:号)

、
律&

降

氏『

利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則

』

に
関
す
る
覚
ぇ
書-^近
， 

ノ

」

代
理
論
の
批
判.に
ょ
せ
て

」
(

茨
城
大(「

敗
経
学
脅
雑
詰

」

1

0

等
を
^

^

.°

•

マ
ル.
ク

ス

理

論

の

概

説

書
.€
>
:
多
-<

も
同
傺
；の.主
_

を
と
：っ
て
い.る
。
■■
■
:

(

注
6

>

も
っ
と
も
富
塚
氏
.
は
前
掲
論
文
で
、
M

潤
率
の
傾
向
的
低
落
法
則
が

'
, 

V

:M
4

、
豁
資
本
の
：集
積
>:

連
中
、

さ

ち

に

.一
層
の
有
機
的
權
成
の
高
庇
化
を 

.

促
進
.し
、

こ
：
の
、過
程
を
通
じ
て
資
本
の
絶
対
的
過
剰
生
産
が
出
現
ず

4

と
^-
へ 

う
派
で
、

こ
の

「

法
則」

を
，恐
慌
論
に®',

繫
づ
け
ら
れ
て
い
.る■
 
°

こ
の
ょ
う
な,： 

見
解
に
た
.い
す
る
筆
者
の
疑
間
に
つ
い
て

 ̂

s

^

m

b
 (

歡
部
久
藤 

ギ
ル
マ
ゾ『

利
潤
率
の
低
落』

を
.
.め
ぐ
つ
て
，

.

.

.

.:

氏

編

箸『

資
本
論
研
究
史

』

第
二
章

)

一
四

0
丨

.四

頁

を

参

照

さ

れ

た

い

。
 

(

注

7

)

掘
江

忠
男
氏：『

マ

ル

ク

ス

経

済

学

の

創

造

的

発

展

』

七

頁
。

(

注
8

)
『

資

本

論

』

.
第

三

部
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H

三
四
八
頁。

.
：
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注 
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同

右

、
：
|

九

寅

0
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'

.

•
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: 

:

(

注
10)

：：
，
岡
右
、
へ
三
五
ニ

.

頁
。
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注
11)

以
上
：の
点
.に
^

ん
す
る
筆

.者
の
疑
点と

、

そ
れ
を
解
明
す
る
一
つ
.
の 

.

.
方
向
：は
、
拙
稿「

恐
慌
論」

の
第
四
節「

資
本
の
絶
対
他
過
剰
生
産
を
め
ぐ 

つ
て」

で
'

応
明
ら
か
に
し
：て
お
い
た.0 
.

(

注
12)

從
来
、
，
か
か
，る
観
点
に
た
つ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な

.
い
。
藤
塚
知
義 

.

氏
'
は
.
恐
慌
蘼
に.
お
.
け
る
こ
のJ

法
則1

の
意
義
を
き
わ
め
て
重
視
さ
れ
て
い 

る
.(「

恐
慌
.理
論
.と
利
潤
率
低
下
满
則
丨
資
本
論
の
体
系
と
恐
慌
の
響」 

:

:「

経
済
研
究」

三
.
巻
一
号
、F

恐
慌
論
体
系
に
お
け
る
利
潤
率
低
下
法
則
の
意 

.

義J

 

.

「

経
済
評
論」

一:
九
五
、六
年
一
ニ

『

月
号
、.
等
>
'
が
、
.筆
者
：は
藤
塚
氏
の 

見
解
に
，は®

本
的
な
：疑
問
を
も
つ
て
い
る

/0
.
こ
の
点
前
揭
拙
稿
第
.三
節
㈡

を 

参
照
さ
れ
た
い
0

'ノ

:

:

./
£
:
ぉ
、
古

川

哲

氏

「

資
本
.の
M

体
的
過
剰
ゑ
ま
に
つ
ぃ
；て

」
(

S

済
志
林」 

ニ
.
：
四

卷

四

号
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、

利

潤

率
の
長
期
的
：

'
摘
向
的
低
落
の
問
輝
と
：短
期
的
0
 

•

変

動

と
9

相
違
ン
関
連
に.論
'及
4

て
い̂

:.

こ
の
他
、
：
西
村
達
决
：氏
：

1~
資
本 

蓄
積
ど
利
潤
率
の
.
低
下」

(

東
北
大「

経
済
学」

30
>

81

合
併
;4

、
：岡
部
宽 

:
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氏
7「

利
潤
率
低
卞
法
則
と
恐
慌」
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v
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'

即
氏「

利
潤
粢
低
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論
を
め
；
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つ
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国
民
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谘
学
雜
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あ
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パ
さ
て
、
本

稿
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\
右
の
間
題
を
念
頭̂
お
：ぃ
て
、'.
ギ
ル
マ
ン
：
^『

謂

率

'0
.
: 

低
落』

C
M
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M
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G
i
l
l
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n
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s Th
®

这
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a
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i
t
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S
i
g
n
i
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i
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n
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a
p
i
t
a
l
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i
s
m
-
,
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1
9
5
7
,

 

1
7
2
p
.

v>'

を
検
討
し
、
問
題
解
明
の
だ
め
の
：一
つ
：の
宇
が
か

 ̂

.り
を
え
よ
ぅ
と
す
る
も
0

で
あ
る
。'
.

¥ル
>

:
ン
は
.現
在
ア
メ
リ
カ
に
住
む
マ 

ル
ク
ス
経
済
学
者
で
あ
る
。
主
要
論
文

.に
は
、
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y
n
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i
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p
&
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1
9
5
5
.
——

以
上
ば
講
座

『

近

袋

済

学

批

判1
補
卷
に
翻
訳
さ
れ
て
い
，る

。—

 

R
i
c
a
r
d
o

&r.
.
D
.
e
v
e
l
o
p
l
r
L
e
n
t
.
,

 

as'., a
n
.

 E
c
o
n
o
m
i
s
t
.
.̂
,

 

s
c
i
e
n
c
e
.
.
:
,
.

 

S
m
a
m
e
r

 

1
9
5
6
.

が
あ
り、

s 

P
r
o
s
p
e
r
i
t
y

 

i
n

 

c
r
i
s
i
s、
、

の

出

版

が

予

ij

ロ 

'
さ
れ
て
い
る。)

ギ

ル

マ
ン

の
著
作
を
と
り
あ
げ
た
の

は

.
、そ
れ
が
利
潤
率
の
低
落
法
則
に
か
；
 

ん
す
る
最
近
の
研
究
書
で
あ
る
と
い
ぅ
だ
け
で

.は
な
い
。
：彼
が
そ
の
<
^
を
は 

じ
め
る
に
あ
た
っ
て
つ

ぎ

のよ
ぅ
に
.の
べ

、『

資
本
論』

の
叙
^
の
木
充
分
さ
に 

対
し
て
か
な
り
興
味
ぶ
が
；い
問
懸
思
識
を
示
し
て
い
る
た
め
で
あ
る

"
:
'

:「

利
潤
率
の
低
落
傾
向
の
法
則
は
、
：マ
：ル
ク
ス
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
が
不 

可
避
的
に
衰
退
"
崩
壊
す
る
と
い
う
彼
の
命
題
と
結
び
つ

け

ら

れ

て

い
る

。

彼 

は
と
の
.法
則
が
資
本
主
義
的
蓄
積
と
生
産
に
制
限
を
課
す
と

.い
う
理
由
で
.法 

則
を
こ
の
命
題
に
直
接
結
び
つ
け
て

い
.
る
。
彼

は

、
識

率

の

下

落

は

資

本

の

一
'

パ

.:
 

八
四
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八
：S

:

:
〗

集

積

，
集
中
を

『

促
進
し1、

と

の

儘

の
.運
命
を
脅
か
す
他
の
諸
条
件
を

『

強 

化

す

る』

と
主
張
す
る

こ
.
と

に

よ.
っ
て

、
両

者

を

間

接

的

に

結

合

し

，て

1

る

°.

い

か

に

も

て

利

潤

率

の

馨

が

：こ
れ
ら
の
衰
滅
さ

.せ

る

讓

件

を

：

『

強
化 

.す
る』

.

.
0
.
.

か
->
.法
則
：と̂

^
件
と
0
間
.
に

：は

、ど

，
の

」

よ

う
-*
弁

証

法

的

な

内

的
 

関
連
が
あ
る'の
が
-
—

マ
ル
ク
ス
ば
！̂
な
方
法
：で
：は
少
し
も
語
ら
な
か
っ 

た
。…

…

周
期
的
恐
慌
疼
つ
，い
：て
は
、

彼
は
単
純
に
、

『

労
働
の
生
産
カ
の 

...

発
展
は
利
潤
率
の
低
落
：に
お
い
て
、
：
特
定
の
点
で
こ
の
資
本
制
生
産
様
式
に 

対
立
す
る
よ5
に
な
り
、
そ
の
克
服
の
た
め
に
は
周
期
的
恐
慌
を
必
要
と
す 

る
.：l
法
則
を
生
；み
だ
ず

』

',
•
と
の
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

」

.

(

p
.cn
'

>

ゾ 

そ
れ
ゆ
；え
、
ギ
：ル
：.マ
ン
は
単
に
利
潤
率
が
長
期
的
に
低
落
す
る
か
ど
う
か
と 

/
い
う
こ
：と
だ
け
で

「

は
な
く
、'こ
の
：—|
法
則
の
動
@

」

を
も
明
ら
か
に
し
よ
う
と 

す
る
。.レ

た

が

？
て
、
，
本
稿
で
も
，ー
运
こ
の
ニ
：
つ
：の
問
題
：に
分
け
：て
紹
介
し
、 

ギ

ル

マ

：

ン
が
右
の
疑̂

を
い
か

：に
解
決
し
よ
う
と
し
た
か
を

§

し

た

いo 

'

X 

. '
-
ベ
 

X 

X
'
:
,
:

ギ
ル
.マ
ン
は
、

ま

ず

マ

ル

ク

ス

の

率

の

^
:
的
低
落
の
法
則
に
か
ん
す 

る
疑
問
点
を
つ
：ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

V

.
ベ

:

.

:ぺ
ス
.

V

マ
，：ル
ク
ス
は
、
剰

余

濃

率

を

増

大

す

る

霞

因

、
：外
国
貿
易
、
不
変
資
本 

の

価

擴

少

等

が
■'
:
利

潤

率の

低
落
を
：緩
漫
化
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
が 

ら
、
利
潤
率
低
落
の
法
則
の
証
明
に
お
い
て
は
、

g

術
的
進
歩
が
.つ
ね
に
資 

'

本
の
有
機
的
構
成
を
高
度
化
す
る

^

と
と
、
⑵
剰
余
^
^
^
薄
が
不
変
で
あ
る
こ 

\

と

、
：
'

.

を
前
提
に
し
た
。
：ゾ

.

し
か
し
こ.の
ニ
.っ
£

刖
提
は
正
し_ぃ
か
。

■

.

■ . » ........... ( C ) 前

ユ ゾ :附 加 価 値

2 . n  金

3 . 減 価 消 却

4 • 剰 :余 価 僻 . 1  一 ( 2 + 3 ) 1 - ( 2 + 3 )

5 . 固 定 資 本 偭 値

6 - 賴 萑 庫 価 値
. ■

7 , 緣 不 変 資 本 5 の み 5 + 6

8 . 有 機 的 構 成 5 + 2 7 + 2

; . . . .

9 . 剰 余 俩 値 率 4 + 2
4 + 2  

( C ) ど お な じ

1 0 . 利 潤 率 4 + 5 4 + 7

. . , . . . .  .

(A)
. ：： • . .

(B)

1. 生産物価値 ； , ' ：

2. 原 料 #
' 1 V

3. 減 伽 償 却
清

4. 総不変資本 2 のみ 2十3

5. 賃 金

6, 総 資 本 2十5 4+ 5 :

7. 総剰余価値 1 - 6 1 ~ 6

8 . 有槔的構成 2 + 5 4 + 5

9. ，剰余価俥率 7 + 5 7十5

10. 利 潤 率 7 + 6 7十6

的

N

 
ロ ー

の
観
点
に
た
：
つ
計
測

——
減
価
消
却
部
分
を
ふ
く
ま
ぬ
。 

(B
)

.同

右

，
.：

j

——

減

麗

却

部

分

を

ふ

く

む

。

(c
)
:
.ス
ト
ッ
ク
の
観
点
：に
た
つ
計
測

——

原
料
部
分
を
ふ
く
ま
ぬ
。 

(D
)

“
同

右

： 

原
料
部
分
を
ふ
く
む
。

八
五
：
：

(

八
五)

.も
し
、
剰
余
偭
値
率
が
，不
変
で
あ
れ
ば
、

労

働

の

生

産

力

の

発

展

の

利

益

：

は
、.

1

者
階
級
に
も
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
^

る
が
、

ぞ

れ

で

は

大

衆

の

窮

乏

： 

化
の
理
論
は
ど
う
な
る
の
か(

窮
乏
化
の
問
題
は
最
後
に
補
論
的
に
ふ
れ
ら
れ 

.

て
い
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る)

0
:;
:

i
 

-

以
上
の
：か
ぎW
で
は
、
ス
ゥ
ィ
ー
ジ
I

達
の
問
題
提
起
と
お
な
じ
で
あ
る
が
、

' , 

こ
の
解
明
に
さ
い
し
て
、
ギ
ル
マ
ン
は
従
来
で
は
、
，

「

法
則」

の

批

判

者

に

お

い.•, 

て
も
、
擁
護
渚
に
お
い
て
も
、

「

こ
れ
ら
ニ.つ
の
傾
向(

有

機

的

構

成

と

利

潤

率
. 

——

引
用
者)

は
つ
ね
.に
、
主
と
し
て
理
論
的
領
域
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
き 

た
。
.そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
歴
史
的
、
紙
計
的
検
証
を
：う
け
て
こ
な
か
っ
た

0」

へ
' 

¥ 

(
p
r
e
f
a
c
e
,

 

p, v
i
i
)

と
批
判
す
る
。
そ

し

て

「

窗

」

を
，

「

理
論
的
領
域
と 

歴

史

的*

統

計

的

襲

の

両

#

に
お
い
て
1-(

P
M
a
p。^

p. 
く
a
.確

証

し

ょ.
.
. 

う
と
い
う
の
で
は
あ
る
が
、
.実
際
上
は
統
計
的
検
証
が
.は
る
か
に
大
き.な

ゥ
，

I 

ィ
ト
を
し
め
てお
り

、
こ
の
こ
と
が
ギ
ル
マ
ン

(

の
研
究
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

さ
て
、
ギ
ル
マ
ン
，は
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
を
対
象
に

.
え
ら
び
、
.そ
の
発
展
過 

程

尖

体一

八
八0
丨
一
九
ぎ$ 
§

に
お
け
る
有
機
的
構
成
、
剰
余
価 

.

値
率
、
利
渦
率
の
縐
勢
^
統
計
資
料
的
に
検
出
し
ょ
う
と

-
す
る
。
そ
の
場
合
、.

.

つ
ぎ
の©
@

0

方
法
に
ょ
っ
て
、
各
比
率
の
趣
勢
を
計
測
し
て
い
る
。

(

下
の
：表 

は
各
種
の̂

測
方
法
を
簡
単
に
示
す
た
め
•
に
筆
者
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
y

-

.

.

•

'

.: 

-

■ 

* 

- 

■ 
V 

. 

.

許
測
に
’
あ
：た
っ

て
、
マ
ル
ク

ス

の
賭
概
念
に
合
致
す
；る
.資
料
が
な
い
.こ
へ

と

.
、

は
了
解
.

で
き
■

る
が
、
.
.
.
.そ
れ
に
.

し
て
も
-ギ
ル
.
.
.マ
シ
'

の
許
測
^

.

は
.

あ
ま
り
‘に
も
無 

益
な
努
力
が
多
す
ぎ
る
ど
患
わ
れ
る
。-
:

ベ.

'

.

、
.

ギ

ル
.マ

ン『

利
潤
率
の
低
落

』

，.
を
めぐ

っ

て'



第 一 表 （D)に よ る 計 測 の 一 部

年
.有 機  
的構成 
(D)の ⑶

剰 余  
価値率 
<D)の (9)

利潤率 

(D)の (10)

1880 1.5 102 69
1890 1,9 114 60
1900 2.6 132 50
1912 3.2 137 42
1919 4.3 125 29

.1 9 2 0 4.3 — 一

1921 5.6 103 18
1922 4.7 — — ...

1923 4.2 121 29
1924 4.4 _； ——
1925 4.3 136 32
1926 4.4 _ ■ —

1927 4.4 139 82
1928 4.5 . —
1929 4.4 159 36
1930 5.1 . --- -—
1931 5.9 147 25
1932 7.3 — ■ ~~■
1933 6.7 150 22
1934 5.4 --- ---

.1935 4.7 130 28
.1936 4.3 --- ' . -

1937 4.0 130 33
1938 4.9 _
1939 4.3 151 35
1940 4.0 - —T：.；' ■ ~~~
1941 3,4 — ■ . . - 一 .
1942 2.7 : —— * '-.
1943 2.2 — - —
1944 2.1 ---
1945 2,5 . . ---..- ——

1946 3.3 — ： ---.
1947 3.3 129 89
1948 3.5 ' — : ——
1949 3.8 129 34
1950 3,6 141 40
1951 3.5 133 38
1952 3.6 132 37

(pp. 55— 56.)

マ
-
ル
：ク
ス
の
有
機
的
構
成
は
、
へ
生
靡
過
程
に

.
投
下
さ
れ
た
不
変
資
本
.

(

固
' 

定
賛
本
.
の
投
下
総
額
プ
デ
ー
ス
ー
生
産
期
間
分
の
流
動
不
変
資
本
>
.と
、可
変
資
、
 

本
_ゝ

(

.ー.：生
産
期
間
分

)

と
の
比
率
で
あ
る
。
利
潤
.率
入
年〉

ば
、
右
の
資
本 

の
合
；

i
k

つ
ま
り
充
用
資
本
総
領
と
、

U

牛
間
に
生
産
さ
れ
た
利
潤
量
と
の
比 

一:

率
で
あ
る
。
こ

こ

で
問
題
と̂

る
固
定
資
本
は
、
：：
生
産
物
に
価
値
.を
移
転
し 

た
部
分.=

減
価
消
却
部
分
で
は
：な
い
。

:,
.
■

■

;

.

そ
.れ
ゆ
え
、
ギ
ル
マ

ン

の

フ

.ロ
 

—

©

観
点
に
た

っ

た

㈧
.

•

(B
)

の
諸
比
率
は
. 

マ
ル
ク
ス
の
概
念
と
は
き
わ
め
.
'て
異
な
る
も
の
で
あ
る
0

ま
た
(0

)
は
流
動
不 

.

変
資
本
を
ふ
く
ま
な
い
'
点
'
で
不
充
分
：で
あ
る
。
..ギ

ル

マ

ソ

は

か

か

る

針
測
，を 

:

.長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
い
、
各
種
の
訐
測
が
ら

え

ら

れ

る

各
it

率
の
意
義
を 

充
分
考
察
す
る
こ
と
な
し
に
、
各
比
.率
の
趨
勢
を
検
討
し
て
.
い
る
が
、
か
か
' 

る
努
力
：が
何
故
に
必
要
と

さ

れ

.た
の
か
了
解
に
.苦
.し
む
。

:

■

.

_

A
六

■(

八
六)

.

.
右

の

も

の

に

く

ら

べ

れば
⑶
が
比
較
的
有

効

と

い

え

る

ハ⑼
に

よ

っ

て

箭 

測
：さ
.れ

た

諸
坂
率
は
第
-*

表
を
参
照)

。
し
か
し
、
傭

に

^

^
て

も

、

固
定
資 

本
.の

価
値
：は
、ベ減
価
消
却
部
分
を
さ
し
.
ひ
“

た
： .

隻
産
評
価
顧
.で
あ
ろ
ぅ
。
さ 

ら
に
附
加
価
値
、.
；原
料
在
庫
等
の
統
許
;0

と
1

方
も
充
：分

調

查

.
檢
討
す
べ 

き
で
あ

る

:0<

ま
た
賃
金
は1

磁
サ

ラ

リ
ー

を
の

ぞ

い

た

も

の

と

な

っ

て

い

る 

が
、
そ
の
内
容
が
マ
ル

ク

ス

.の

い

ぅ

生
產
的
労
働
者
の
み
：の

賃
金
，で
■あ
る
か 

.に

つ

い

て

.は

な

お
検
討
の
余
地
が
あ
る
0

」

ま
.
た
右
の
計
測
.全
体
に
つ
い
て
注
意
す
.べ

き

こ
と
は
、
：
こ
の
対
象
が
製
造 

エ
業
.に
限
定
'さ
れ
て
い
る
.

こ
と
で
.あ
る

。

そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
剰
余
価
値
に 

.
は
商
業
資
本
に
帰
属
す
る
も
：

Q

は
ふ
く
ま
れ
で
い
な
い
。
つ
ま
り
'、
こ
の
剰 

余
価
値
率
、
■利
潤
率
の
計
測
の
；基
礎
と
な
っ
て
い
：

.
る
.の
は
、
製
造
工
業
部
門 

.の
資
本
に
よ
っ
て

：収
得
さ
れ
た
剰
余
価
値
.
で
：あ
っ
'
て

、

そ
れ
に
よ
つ

て

生
み

だ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

。

.

:

,

こ

の
他
資
料

的
な
問
題
は多
い
が
、

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
検
討
し
な
い

0 

. 

-
-■
■
■/ 

- 

•

さ
て
以
上
の
ご
と
き
計
測
を
通
じ
て
、

ギ
ル
マ
ン
は
、
計
測
方
法
の
差
異
に 

よ
っ
て
各
種
の
此
率
の
窩
さ
自
体
は
異
な
る
が
、
そ

.れ
ら
の
趨
勢
に
は
、

つ
ぎ 

の
よ
う
な
共
通
し
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
と
結
論
づ
け
る
。

⑴
大

体

一

九一
れ
ノ
ヰ
ま
で
は
、
有
機
：

g

構
成
の
高
度
化
、
剰
余
価
値
率
の
固 

定
的
傾
向
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に

よ
..

る
利
潤
率
の
低
落
、
.
と

い
う
マ
ル
ク 

ス
の
、王
張
が
現
実
に
'妥
当
し
て
い
る。

：

.

⑵

し
か
し
一
九
一
九
年
以
降
は
、
有
機
的
構
成
は
不
変
の

ま
ま
が
、

.

ま
た
は 

下
落
す
ら
し
：て.お
り
、
.剰
余
f

率
は
上
昇
す
る
。
，利
潤
率
も
下
落
せ
ず
、
む 

し
ろ
上
界
傾
向
に
あ
る
:0
-

'
:
/
:
■

.

こ
.う
し
た
結
論
に
た
っ
し
.た
ギ
ル
マ'ン
は
、

.

:
1

九1

九
年
以
後
、

r

法
則」

，の
作
用
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、.'

マ
ル
，ク

ス

の

「

法
則」

は
ま
ち
が
っ
て
い
た
の
か
、

と
反
問
す
る
。
，.

し
か
し
、.ギ
ル
.マ
>
は
右
，の
ご
と
き
事
実
を
前
に
：し
て
、
她
占
資
本
の
諸
条 

件

の

も

と

で

「

法
則
1-
-
は
作
用
し
：な
く
な
っ
た
と
は
み
な
い

0

'そ
.し
て
、「

今 

ま
で
わ
れ
わ
れ
に
よ
マ

て

法
則
の
作
用
を
証§
^
る
た
め
に
用
い
ら
れ
.て
い
た 

伝

統

的

公

式

：(
f
o
r
m
u
l
a
>
.

が

こ
れ
ら
の
新

し

い̂̂

件

の

も

と

で

は

妥

肖 

し
な
い」

：(p
,

 

6
0
M
O-
だ
と
解
釈
す
る0

. 
:

■■
'

:

'

:

顏

：の
：

:

は
--

1あ
ま
り
に
硬
直
的
で
あ
る
*

め
、
新
し_い
技
術
や
、

ギ

ル

マ

ン『

利
潤
率
の
、低
落』

.

を
め
ぐ
？
て

.

パ

'

:

企
業
組
織
の
新
し
い
諸
形
態
が
剰
余
価
値
の
生
産
と
実
現
と
に
対
し
て
お
よ
ぼ 

.す
諸
影
響
を
包
括
し
、.そ
れ
ら
.を
反
映
す
名
こ
，と
：が
で
き
な
い
。

」
(P, 

61) 

「

そ
れ
ゆ
え
、
：
こ
の
法
則
が
.1

九
一
九
年
以
前
と
同
様
に
、

現
在
に
も
あ
て
は 

>
ま

り

ぅ

るも
の
で
あ
る.と
す
れ
ば
、

そ
の
諸
規
^
^
は
こ
れ
ら
の
新
し
い
諸
事
実 

に
：適
合
する

よ

う
に
.規
定
し
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

」

.
'

(P. 

61)

:

‘

と
.こ
ろ
で
：
ー
加
：
-?
光
年
頃
以
後
，に

お

け

る
—1
新
し
い
諸
事
実

」
と
は
、
大
体 

'つ
き
の
ご.と
き
も
の
で.あ
る
。
.

■
⑴
独
占
資
本
の
形
成
に
よ
る
剰
余
価
値
の
生
産
と
実
現
と
の
形
態

.の
変
化
。
. 

——

独
占
資
本
の
成
立
は
、

S

競
争
分
野
の
縮
小
、
投
資
と
産
出
高
と
の
調
整
、

.:

価
格
切
り
下
げ
行
為
の
排
除
、
：等
を
目
的

.と
し
た
镡
々
の
緣
^

ン
的
生
産
規
模 

の
累
進
的
拡
大
と
生
産
技
術
の
改
良
、

H
高
い
利
潤
率
を
あ
げ
ぅ
る
爐
民
地
の 

:
獲
得
、
：
等
を
も
た
ら
す
。

こ

.れ
ら
は
い
ず
れ
も
剰
余
価
値
率
、
利
潤
率
の
上
昇 

.
の
方
向
に
作
用
す
る
。

‘⑵

技
術
的
改
良
に.お
け
る
変
化
。

——

さ
ら
に
こ
の
時
期
の
技
術
的
改
良
は 

不
変
資
本
を
大
い
に
節
約
す
る
。
' と
れ
はS

蒸
気
に
代
.っ
て
コ
ス
ト
の
安
い
電 

動
カ
が
普
及1
た

-
と
、
的
と
：れ
と
並
行
し
て
_エ
業
器
具(

ぼ
&

3

5巴
1
1
1
^
3
:丨 

' 

l
e
n
t
)

,が
苽
汎
：に
導
入
さ
れ
、
：
機
械
の
安
全
な
ス
ピ
ー
ド
：

ア
ッ
プ
ゝ
寿
命 

.-
■

の
延
！

C

事
前
的
な
修
理
、
'坐
産
斯
間
の
短
縮
、
原

料
•
燃
料
.の
消
費
の
節
約
、 

.
浪
費
の
削
減
、.副
産
物
の
生
産
、
..
-等
が
行
わ
れ
た
：
こ

；と
に
よ
る0,
も
っ
と

も

こ. 

れ
ら
は
货
働
節
約
的
な
効
果
を
も
も
っ
て
い
る
。
：
い

•
.ず
れ
.の
節
：約

傾

向

が

優

勢.
 

か
は
ァ
プ
：道
分
リ
に
仗
断
定
で
き
ぬ

^

も
第
ー
：次
大
戦
後
の
1

的

_

実

か

ら

一：
す
れ
ば
、「

一
5 ;
'の
傾
向
は
：互
い

)

§

 

.均
衡
し
^
観
察
期
間
を
通
じ
て有

.

.

. 

.

■

-
 

.

.

.

.



奨

し

た

た

め

、

「

純
利
潤
率1—
が「

資
本
主
義I

展
の
傾
向
を
決
定
す
る

」

. 

C
P
.00
5)

も

の

と

し
.て
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
ぎ
た

。

':
'
-
, 

こ

う

し

た

立
場
に
た
っ
て
、
ギ
ル
.マ
：

X

は「

純
剰
余
価
値
率

」

、F

純
利
潤
率」 

を
計
測
し
、
そ

れ

ら

の

，響

を

統

計

資

鬆

に

みく
ぃ
く
8

一

一
 
表

を

参
照)

。

(

こ
の
場
合
、
前
も
っ
て
往
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ギ
ル
.マ
ン 

が
於
勒
か
か
め

6

費
用
の
増
大
を
注E
し
、「

純
利
潤
率」

.
を

問
- ^
と

す

る

こ 

と
か
ら
明
ら
か
な
ょ
う
に
、
彼
の
対
象
と
ず
る
利
潤
率
が
、

：

実
現
さ
れ
だ
利
潤 

を
墓
礎
に
し
で
い
る
点
，で
ぁ
る
。

こ
の
点
は
後
に
く
わ
し
く
論
及
す
る

。)

. 

か
が
る
P

的
検
討
か
ら
、
ギ
ル
マ
ン
は
つ
ぎ
の
諸
点
を
指
摘
す
る

'°
.
..
-'
>
.
. 

3
不

生

産

的

支

出

の

可

賽

本

に

対

す

る

此

率

(

第
ニ
表
の12)

及
び
剰
余 

価

値

に

対

す

る

此

率

(

11)

は
と
も
に
上
昇
傾
向
を
し
め
す
。

⑵

こ
う
し
た
不
生
産
的
支
出
の
増
大
は

f

上

昇

す

る

剰

余

濃

率

に

く

い

.こ 

み
、

そ
れ
に
対
し
て
そ
れ
が
不
変
の
ま
ま

.に
と
ど
ま
る.か
、
ま
た
は
下
降
さ
え 

す
る
傾
向
を
も
た
せ
る
。

」
(

P
V
9
6

)

⑶
純

謂

率

は

年-々
：変
動
す
る
が
、
：
し
か
し
一
九

1:

九

年

以

降

は
.'
'
*—-
-
»
度

も
 

1

九
二
九
年
の
永
準
に
ま
で
上
ら
な
か
っ
た

し

、不
況
期
を
の
ぞ
い
て
み
る

と

、 

下
降
傾
向
に
あ
る
。

(

P
V.
S
6

)

さ
ら
に
以
上
の
不
生
産
的
支
出
に
は
法
人
所
腐
税
、
羁
過
利
福
税
が
ふ
く
ま 

れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
れ
を
剰
余
価
値
か
ら
，控 

I
®

 

くな
る
し
、

「

右

と

同
様
'の

下

隱

向

が

検

出

さ

れ

る
。
.

.

.

'

.

.「

.

 ̂

V 

. 

- 

V
. 

-

-

,
.以
上
、
現
段
階
に
お
け
る
刹
潤
率
の
傾
询
的
低
皆
の
法
則
に
か
ん
す
る
考
察 

:

ギ
ル
マ
ン『

利
潤
率
の
低
落』

'を
め
ぐ
つ
.て
' .

の
結
論
と
し
て
、
ギ
ル
マ
.ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
る
。

「

第 

一 

.

の
時
期
に
お
い
て
、

マ
ル

タ

'

ス
の
：_

率
低
落
傾
向
の
法11
1
を
量
的
に
確
証
す 

る
に
は
、
資
本
主
義
の
独
占
以
前
の
段
階
で

.
ー.般
.に
適
用
さ
れ
て
い
た
八
ム

^
を 

.
修
芷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：

.；
；
公
式
は
、

こ
：の
時
期
に
お
い
て
新
し
い
技 

術
や

、
，
企
業
組
職
と
企
業
活
動
の
新
し
い
諸
形
態
が
、
資
本
の
有
機
.的
構
成
の 

高
度
化
を
と
も
が
わ•す
！

a.、.

剰
余
価
値#
の
上
昇
傾
向
を
可
能
に
し
、
同
時
に
、 

新
し
い
市
場
問
題.と
剰
余
価
値
実
現
：の
費
用
の
：増
太
と
を
も
た
ら
し
た
と
い
う 

事
情
を
a
酌
す
る
に
充
分.な
く
ら
，
い
広
い
も
の
で
：
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
さ
. 

ら

に

は「

政
府
の
機
能
の
変
化

」

を
も
㈣

㈣
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い

(p. 

I

O「

古
い
基
礎
の
上
で
は
、
,
マ
ル
ク
ス
の
'利
潤
率
の
低
落
法
則
に 

よ
っ
て
示
さ
れ
た
i

向
は
.一
九
_
t
:
九
年
後
は
、
停
虫
し
た
の
か
、
/
ま
た
は
あ 

:

る
程
度
^
転
し
て
.も
ま
ら
だ
か
の
よ
う
に
み
え
た
。

_こ
の
塞
礎
が
.と
れ
ら
の
新 

:

し
い
支
出
を
認
め
る
よ
う
に
修
疋
さ
れ
る
な
ら
ば
、

.

.ま
え
：の
諸
傾
向
が
ふ
た
た 

び
貫
徹
し
て
い
る
の
が
分
る
0
J
.ス

P
.
104)

.
要
.す
る
に
，ギ
ル
へ
マ
：
ン
：に
よ
れ
ば
、

.：
現
段
階’
お

い

て

は

剰

余

麗

率

、
利
潤 

率
は
土
昇
す
る
が
、
：：実
現
困
難
に
と
も
な
う
不
生
産
的
支
出
が
増
大
す
る
た
め 

「

純
利
潤
率」

が
低
下
し
、
.：バ
こ0

「

純
利
潤
率」

：
低
下
の
な
か
に
ど1

ク
ス
の 

.
利
潤
率
低
落
の.法
則
の
作
用
が
實
か.れ
て
い：

る
と
：い
：う
の
ザ
あ
.る
。：

■ 

、

.
:

」

X
 

. 

.
1、X
 

.■

■'
;
■
さ

汽
.
以
上
の
ご
：と

く

有

證

構

成

、
剰
余
価
値
率

”
動

率

办r

長
期
に 

■

わ

た

る

蓮

戀-,
:
-を
考
察
1>
た
ギ
ル
マ
シ.ぼ

、
：
つ
い
で
：：
— 1
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な 

;:
因
果
的
な
内
的
関
漣
を
も
'?て

.：

い
る
か」

、：「

い
か
な
石
方
法
で
、
：
い
か
な
る
諸

八

九

(

八

九)

第 表

年

不生産的支 
出の可変資 
本に対する 
比 率  
右表(⑵

不生産的支 
出の剰余価 
値に対する 
比 _  

.(11)

純剰余 
価値率

(8)

純 利  
潤 率

m

1919 68 50 67 lfe.4
1920 •70 68 41 9,2
1921 104 90 11 2.0
1922 72 58 52 10.6
1923 77 60 51 12.2
1924 86 66 45 10.2
1925 93 65 49 11.4 ’
1926 88 63 52 11.8
1927 100 69 44 10.0
1928 106 67 53 11,9
1929、 109 66 55 12.5
19B0 131 82 29 5?7
1931 156 95 ’ 7 1.3
1932 159 ' 110 - . ■  . r — . . —

1 9 3 3、 131 85 23 3.4
19B4 106 77 82 、5,8
1935 94 69 42 8.9
1936 99 66 51 11.9
1937 90 67 48 、 11,0
1938 120 81 29 5.9
1939 103 69 46 11.1

1.
, .. . ■ -■ 
総剰余価値

2, 系年利辱(徴税前）

3. 実現の費用 1 - 2

4. 前払いされた利潤、

(利子•地代)

5. 不生産的支出 3 - 4

6, 純剰余価値 1—5

7, 可変_ 本= 賃金

8. 糸屯剰命価値率. 6 + 7

9.
■ *

総資本 (大トック物基礎)

10.
• .；

純利潤率(ストック物甚辑) 6十9

11. 不生産的支出の剰余 
俩値に対する比傘

5 + 1

12, 不生産的支出の可変• 
資本に対する坨率 5 + 7

(筆者による）

(P . 97.)

機

鑛

成

は

此

較

的

不

変

の
.ま
ま
で
あ
：づ
た。

J 

C
P
.
O6
0
ご

本
の
：

r

質
的
変
化」

t

そ

の
1 >
き
ぬ
&(

じ 

fc
:が
夕
て
有̂

^
成
の
*

^
化)

；
が
制
限
さ
れ
た
が
、
'そ
の
反
面. 

固

矩

資

本

が

F

剰
余
価
値
を
創
出
す.る
基
礎
^
し
：て
役
立
つ
ど
い
う
，

..
'
機
能
1_
.
は

反

？
て
促
進
さ
れ
た
.
^
.00
0
>'0
こ
0
訌
め
、
有
機
的_
_

■■
成
は
不
.湾
剰
余
価
値
庫
は
上
昇
、
利
}1
率
は
下
落
し
な
い
，と
'ぃ 

，
う

事

蒙

生

じ

た

の

で

あ

る
。
.
'■

:
⑶
剰
余P

i

実
現
の
絶
化
と
、
：
そ
れ
に
：
よ

る

「

純
利
潤
率」

の
下 

落

。——

以

上

の

猶

に

よ

っ

て

利

膶

率

の

下
落

は

阻

止

さ

れ

た

。 

し
か
し
、
今
日
で.は
、
.

s

企
業
の
塊
摸
と
複
雑
さ
の
増
大
に
よ
る
管 

:

理
^

^

•費

用

の

樊

、.

^「

独
占
的
競#-」

.に

お

け

る

麗♦広
：
. 

出
奰
用
の
増
大
、(-
)
市
場
.の
制
約
の
増
大
：に
と
も
な
う
販
売
費
の
増 

犬
、
に
：よ
づ
て
、
：不
生
産
的
支
出
が
増
加
す
る

4 V

こ
の
.た
め
、「
务
勒 

さ

れ

た

純

剰

余

価

値

の

率

(the. r
a
t
e

 o
f

 -the 

'
n
e
t 

s
u
r
p
l
u
s

丨 

v
a
l
u
e

 

「

実
現
さ
れ
た
純
利
潤
，の

率

(t_he r
a
t
e

 o
f

 

t
h
e

 

p
r
o
s
t
H
e
a
l
i
z
e
d
)
」

(

P
00
5)

は
低
下
す
る
。

ギ

ル
.マ
ン
が
と
く
に
強
調
す
る
の
は
こ
の
.

「

実
現
さ
れ
た
純
利
潤 

■の
率」

の
低
落
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
彼
の
立
場
を
特
徴
づ
け
て
い
る

。

. 

ギ
ル
マ
ン
は
い
う
.0
マ
ル
：ク

ス

の

「

法
則」

で
は
剰
余M

ィ
コ
.丨
- 

ル
！
^

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
当
時
、
プ

ラ

ィ

ム

•

.コ

ス

ト(
P
。

フ
ラ 

ス
V)

以
外
.の
諸
費
用
が
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て

. 

い
る
。

し
か
し
一
九
一
九
年
以
降
で
は
、
不
生
産
的
支

㈦
が
著
し
く
、



条
件
の
も
と
で
、
有
機
i

成
の
.高
度
化
の
事
実
：枕
利
潤
率
に
お
け
る
反
対
の

' 

'変
化
を
も
た
ら
す
か

」

?
.
1
0
7

)

.

：

を
問
題
と
し
な
け̂
は
な
ら
な
い
と
い
う
。 

彼
に
よ
れ
ば
：

「

マ
ル
ク
ス
に
よ
っ

て
公
式
化
き
れ
た
も
の
で
は
.、

こ
の
関
係
は 

P

に
技
術
的
な
も
の
で
あ
る
か
に
み
え
る
。
有
機
的
構
成
が
高
度
化
す
る
の 

で
、
，'利
}1
率
は
下
落
す
る
。
'

——

丁

度

滑

車

に

が

け

ら

れ

た

-:
.
つ

の

相

反

す

る 

重
さ
の
よ
う
で
あ
る:0
そ
れ
ら
の
内
部
的
作
用
の
動
態
は
見
落
さ
れ
て
い
る
。

」 

(
p
.

S

C3」

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
.
本
節
は
じ
め
に
引
用
し
た
彼
の
問
題
意
識
と
関
連
す 

る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
論
議
に
く
ら
べ
て
、
：被

の

ユ

-1

丨
ク
な
面
を
示
す

も

の

と

し

え

る

。

.

.

. 

.

.

.

. 

-

/
 

.

こ
れ
に
つ
い
て
、

ギ
ル
マ
ン
は
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
る
利
潤
率
の
低 

落
を
、.
市
場
の
条
件

=

実

勒6

困
難
を
媒
介
と
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す 

る
0

.

.

.

有
機
的
構
成
の
高
度
化
は
一
方
で

.は「

産
收
能
&

.

「

剰
余
価
値
を
創
造
す 

る
能
力1

を
増
大
す
る
。
だ
が
同
時
に
他
方
で
は
、
雇
用
の
減
少

——
少
な
く 

と
の

増

大

に

比

例

し

た

増

大

の

阻

屯

苄

®

'の
増
大
I

ま
た
は
そ 

の
減
少
率
の
綏
漫
化
、

を
も
た
ら
す
。

「

こ
う
し
て
、

有
機
的
構
成
の
高
度
化 

は
消
費
市
場
の
能
力
を
産
出
能
力
に
く
ら
べ
て
弱
め
る
傾
向
を
も
っ
，て
い
る

。|— 

(
P
.

1
000)

「

こ
れ
ら
の
諸
能
力
の
対
立
は
、
早
か
れ
遅
か
れ
、

.

市
場
に
お
け 

る
剰
余
価
値
の
実
現
困
難
の
増
大
と
し
て
表
面
化
す
る
。

」

：(P
.

.

S
9

)

独
占
以 

前
の
時
期
で
は
、

こ

の

反

疮

は
.

「

価
格
切
下
げ1—
で

お

り

、

独
占
段
階
で
は 

「

価
f

持
と
腋
売
費
用
の
増
大

」

で
あ
る
。「

両

者
*

も

に

利

潤

率

の

双

^

に

* 
導
く
.p

」

-

(

p
. 1

0
9

M

• 

'

:

以
上
の
見
解'に
は
、

マ
ル
：
ク
ス
の

「

法
則」

を

「

势
掛
か
か
か
鞭#
斷
6
參

.

」

.の
問
題
と.し
て
把
え
る
ギ
ル

)

マ
：ン
：の
特
微
が
端
的
に
反
映
さ
れ
：て
い
る

0
1と
の 

特
徵
は
、
右
の
過
程
を
産
業
循
環
の
な
か
で
位
置
づ
け
よ
ぅ
と
す
る
場
合
に
も 

よ
り
'
1賡
明
白
.
に

現

わ

；
れ

；
て

い

石

。
.

.

.

ハ
ギ
ル
マ
ン
の
説
明
亿
し
た
が
ぅ
と
、
.
不
況
か
ら
景
気
上
昇
に
む
か
ぅ
初
期
で 

は
、
生
産
拡
張
：に
と
も
な
：ぅ
失

I
B
?

の
吸
収
n
消
費
者
所
得
：の
増
大
に
よ
.っ
て
、 

r

生
産
と
消
費'と
め
平
抒
的
増
進

1

が
行
わ
れ
る.た
め
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化 

に
-%
か
か
.：わ
ら
ず
利
潤
率
は
害
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、

'

予
備
軍
が
调
渴
し
は
じ 

め
、
生
産
が
ピ
ー
ク
に
近
づ
ぐ
と

.、
：
⑴
新
雇
用
の
率
の
低
下
傾
向
、
⑵
賃
金
率 

の
上
昇
が
利
潤
を
压
迫
す
る
傾
向
、

_

⑶
資
本
投
下
の
拡
張
的
形
態

(

機

械

•
設
備 

の
増
設
、
新.労
働
者
.の
雇
用
.の
増
大)

か

ら

内

包

的

形

態

(

旧
労
働
者
の
も
と 

で

の

機

械•

設
備
.の
改
善)

へ
の
移
行
、
そ
れ
に
よ
る
有
機
的
構
成
の
高
度

化

、 

予

肇

の

再

度

の

発

生

、
.⑷

失
業
に
そ.な
え
る
労
働
者
の
所
得
の
貯
蓄
3
が
生 

じ
る
。
と
の
よ
ぅ
に
最
好
況
期
忙
お
い
て
有
機
的
構
成
が
.高
度
化
さ
れ
る
場
合 

忆
は
、
生
産
カ
の
向
上
.に

-:
<
£
'マ

v

生
産
量
が
拡
大
す
る
に
も
か
か
ゎ
ら
ず
ヽ
⑶
⑷ 

M

よ
っ
て
消
費
が
制
限
づ
け
ら
れ
て

.い
る
：た
め
、ri
費
者
需
要
の̂

31
ふ
生
産 

財
需
要
の
減
少|
>価
格
切
下
げ
に
よ
る
窮
迫
.販
売
と
販
，売
費
用
の
増
加
が
結
果 

す
る
。「

価
格
切
下
げ
と
販
売
費
用
の
増
大
は
、
同
時
に
生
じ
た
貨
勝
賃
金
の
増 

加
傾
向
と
結
び.つ
：い
て、
.

<i

:
al
裕

摊

供
.
.
.

を
お
し
下
げ
る
。

こ
れ
は
、
有
機
的
構
成

0
高
度
化
と
結
び
つ
い
，て
、
利
潤
率 

の
低
落
を
う
み
だ
す
。
1_
_(

デ

1
1
2

)

.

,

つ
ま
り
、
，

「

有

機

的

構

成

の

高

度

化

は

齋

於
^ '
.い
.か
ル
徵
械
的
に
、
利
潤 

率
の
低
落
を
う
み
だ
す
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
労
働
，の
生
産
性
：を
促
進
す
る
の 

で
、
む
し
ろ
賃
金
率
上
昇
の
圧
迫
的
影
響
を
粗
殺
ず
る
傲
向
が
あ

•る——

お
そ 

ら
く
は
相
殺
し
て
あ
ま
り
あ
る
傾
向
さ
え
あ
る
。
し

如

し

-.
の
影
響
は
.失
業
の 

兩
勒
、
砟#
か
卧
鼢
、.
4斯
^
-賢

1 '
|
# '
肸
か
掛
大
と
結
び
：つ
.
ぃ
て
作
用
す 

か
か
ち
、
そ.％
縦
成
慰
は
科
潤
率
の
低
落
で
.あ
る
。

」

：<p. 

n
'
2
'

傍
点
：引
用
者} 

と
い
う
の
で
あ
る
。

、

な
お
、.
一
九
一
九
年
以
降.の「

法
則
の
動
態1
に
つ
い
て
は
ク
つ
ぎ
の
上 

'

う
な
実
現
の
条
件
に
お
げ
る
変
化
が
指
摘
さ
れ
.、

か
な
り
詳
し
く
論
及
ざ
れ 

て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
分
析
は
、

「

法
則
1—
を「

実
現
さ
れ
.た
純
利
潤
の 

.
率」

.

.

.
の
低
下
と
み
る
ギ■.ル
.マ
ン
の
見
解.を
容
認
し
なV
力

き

り

マ
.ル
.ク
ス 

••.
6

 .「

靜

.

.の
檢
M '
i
レ
て
は
認.め
ら
れ
な
い
。
.
そ
れ
ゆ
え
、こ
と

：で
は
紙 

数
も
限
ら
れ
て.る
の
で
、
論
及
さ
れ
次
諸
要
因
を
指
摘
す
る

'に
と
ど
め
，る,

•

⑴
蕩

需

要

の

変

化

。

——

技

葡

改

良

の

「

質
的
変
化」

=
有
韻
的
構
成
の 

固
宏
似
に
よ
っ
て
、
，固
定
資
本
の
大
量
投
資
が
大
巾
に
減
少
し
、
.
市
場
の
制 

約
が
増
大
し
た
。こ.

れ
匕
反
し
て
不
生
産
的
部
門
が
拡
大
し
、

.こ
の
.部
門
に 

お
け

る

雇

用.
所
得
0.
増
加
率
は
い
ち
じ
る|>
い

.°
:

⑵
労
働
力
の
：増
加
率
の
減
少
0

1
 (

こ
の
§

は
は
づ
き
り
し
な.い
.が

、 

高
賃
金
に
：よ
る
利
潤
の
庄
迫
と
、
，
労
働
力
量
の
制
約
に
よ
る
生
産
拡
大
，
市 

場
拡
大
の
制
約
と
を
意
味
す
る
も
：の
の
よ
う
で
あ
る

0)

.
'
. 

'

ギ
ル
マ
ン
：

f

利
潤
率
：の
低
落

』

を
-め
ぐ
っ
七

⑶
不
生
産
的
支
出
の
増
大
。

——

販

売
.
広

告
•

管
理
の
費
用
の
増
大
、 

金
融
部
面
の
拡
張
、
政
府
支
出
の

•激
増
が
み
ら
れ
た
。
..こ
れ
ら
は
実
現
の
困 

難
を
綏
和
寸
る
が
、
他
面
で
ゆ
’「

純
利
潤
率」

を
.

ひ
：き
さ
げ
、
不
況
を
延 

:
翁

r
深
刻
化
す
る
。
：
と
べ
.に
政
府
支
出
は
全
く
不
生
産
的
で
あ
る
。

，

:.
.
,
.要
す
る
.に
：、
':独
占
段
階
似
前
に
み
ら
れ
た
最
好
況
期
で
の
有
機
的
構
成
の 

高

度

化

、
そ
和&

%,
な
ぅ
利
满
率
下
落
は
姿
.を
消
し
た
が
、
実
現
を
困
難 

.

,に
す
る
諸
要
因
が
生
じ
：、
不
況
冷
長
期
化

.し
て
い
る
と
い
ぅ
見
解
で
あ
る
と
，
 

思

，わ

れ

る

。

V
. 

' 

'

ギ
ル
マ
ン.の
研
究
を
検
討
す
る
場
合
、
ま

ず

第

I

に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
の
は
、•彼
が
利
潤
率
か
傾
向
的
低
落
の
'法
則
の
問
題
を
、
刺
潤
の
生
産
と 

実
現
と
.
.の「

統
二 J

に
お
い
て
把
え
：ょ
ぅ
と
'し
て
い
石
こ
と
で
あ
る
:0
‘

ギ
ル
マ
シ
：に
ょ
れ
ば
、
従

来

.「

：マ
ル
ク.
ス.主
義
者
が
.利
潤
率
低
落
の
問
題
を 

主
と
：し
て
剰
余
価
値
の
齋
此
か
か
か
も
か

6
.率

に

ょ
•?

て
論
じ
石.傾
向
に
あ
っ. 

た」

f

00
6
.
.修
点
引
用
考

)

'

の
は
大
き
な
誤0;
で
あ
る
。
ギ
ル
マ
ン
は
.
い
3

。 

——

マ
ル

ク

ス

自

身

「

法
則
1_

の
説
明
で
は
こ
の
方
法
を
と
っ
て

.は
い
允
。
し 

か
し

.々
ル
：ク
ス
は
他
面
で
は
ヽ
，剰
余
価
値
：の
生
産
は
資
本
主
義
的
生
摩
過
程
の 

.『

第

一

幕』

で
あ
'
っ
：
て

、

『

第
一I

幕』

は
剰
余
価
値
の
実
現
に
あ
る
こ
と
’を
強
調 

し
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
実
現
と
を
統

.
一
的
に
把
え
る
べ
き
と
と
を
明
ら
か
に 

.
し
て
い
た
。
>
,剰

余

糧

の

：生

産

と

実

琢

ね

は
—1
弁

証

法

的

統

一
体

の

両

面

」

. 

(
P
.

00
6)

で
耘
^

:

:ま
だ
、「

課

的
*

事

実

的

靈
_の
*

|

か
ら
は、
_
1

•

九 

一
-'
:(

九
一)



さ
れ
.た
剰
余
価
値
の
量
は
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
み

^

！
し
、

そ

れ
に
ょ
つ
て
測
矩
さ
れ
う
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

」
' 

f) 

- 

■ 

' 

. 

.

(
p
.

oo
s)

——

と
。

た
し
か
に1

マ
ル
ク
ス
は
利
潤
率
の
低
落
法
則
そ
の
も
の
の
論
矩
に
お
い
て 

は
、
利
潤
の
請
所
得
へ
の
分
裂
も
、
い
わ
ゆ
る
実
現
の
問
題
も
一
切
捨
象
し
て
、 

:
.嘗

さ

诉

る

利

潤

の

率_
馨

.を
問
題
ゼ
妨
で_
名
：。
：
.：.ル
が
ー
じ
、
：
.籠

奪

の
_
^
 ̂

実
的
遮
動
は
実
現
の
諸
条
件
に
.，大
き
く
依
存
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
.
ギ
ル 

.
;マ
>

:

が

：
ご
.：
の-1
法

貴
:0
#
用
を
，
：；
マ
#

を

に
と
：ど
ま-
1
.
0
ず
に
、..；̂

^
の
生
産
^
実
現
と
の'
--
1統
一」

に
：お
.い
.て
把
え
'ょ
：う
. 

と
い
う
か
ぎ
り
で
は
、
彼
の
枉
の
課
題
意
識
は

一
疮
理
解
でき
る

。

，

. 

:
と

'.
£

衾

、'ギ
ル
マ
-ン
；は>
.実

薩

は
£

©

^

1

、
：
^

と
も
な51

:
^
1
-

の
下
落
と
混
同
視
す
養

』

と

ぬ

ょ
-?
で
？
_
余
^

^

の
势
欺 

の
み
を
法
目
す
る
に
い
龙
つ
^

い
冬
ン
.ギ
ル
^
乂
が
、
規

「

補
利
潤
率̂

が

靈

儿

っ

ハ

こ

と

ー

に

刺

潤

寧

低

落

法

則

^

作

用

が

池

認

さ

れ

今

'高
度
化
に
：ょ

る

利

潤

率

馨

を

、

S

場
の
困
■

、「

価

袼

下

落

骂

販

売

費

用

や

：
 

樊

」

.を
^

^
と
し
.て

生
.1
:
:る
%'
;
.の
ど
ず
る§
、
'>
:
'そ
ご
セ
は|
|
#
;
;
;

れ
る
#
潤
ぃ 

-€
>
寧
が
^

^
す
る
と
い
う
問
題
は
全
く
姿
を
消
し
て
.し
ま
っ
て
い
る

0 

.そ

.：
こ

.

で
.，
 

は
、

マ
ル
ク
ス
が
利
澗
寧
低
落
の
法
則
を
既
開
し
た
論
理
の
段
階
も
、
そ
め
'問 

題
の
内
容%'
全

く

麗
.さ

れ

て

レ

ま

ヮ

て

：
ぃ

る

。
ハ

;

マ
ル
ク
：ス
が
利
潤
率
1

の
法
則
に
ぉ
ぃ
：て
問
題
と

.し
|

は
、
生
産
カ
の

向
上
に
よ
っ
て
、
利
潤
を
生
産
ず
る
母
体
で
あ
る
可
変
資
本
が
相
贫
的
に

^

%
 

す
る
，た
め
、
生
遊
さ
れ
る
利
淵
の
率
が
候

¥

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

V;
:

一：
''
.9

ら
':
:'
'
.
^
展
^

^

^
を̂
^

^
増
火
の
_
段
だ
ら
も
め
：て
げ
名
1

^
制
坐
産
の
も
と'で
：
 

は
、
利
潤
率
の
低
落
と
し
で
現
わ
れ
る
ど

.

.い
う
矛
盾
、.
謂

増

大

の

た

め

.
の

過

に
‘、
資
本
蓄
積
に
と
も
な
う
剰
余
価
値
の
生
産
の
条
件
と
実
現
の
条
件
と

の
対 

:
':
立
::
,
:
'
'
資
本
.の
«
対
：̂

剩

生

壤
:

：

そ
こ
：に

生:1
:
る
.
利

潤

率

の

：
,

；
_
;
.
£
目

及

し 

,
た
場
合
、

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
よ
う
な
利
潤
率
の
短
期
的
変
，動
と
、
利
潤
库
の
長 

期
的
な
傾
向
的
低
落
法
則
と
を
論
理
的
に
明
確
に
関
連
づ
け
な
か
っ
た
と
.は
い 

:
.ぐ.：
^
、
：
；.と
：れ
ら
両
者
を
混
同
視
し
で
^
"た
ゎ
げ
^
は
決
1>
そ

な

：
い

，

そ

^

''

ン^ /
現

麗

要

怒

課

題

ば

ご

両

者

を

区

別

レ

た

^

え

で

上

篇

率

の

^

^

則

亦

生
 

:'.
産

：
と

実

現

と
:0
対

立
0,
も
と
で
適
む
資
沐
蓄
積
の
運
動
に
お
い
て
、

ぃ
か
な
る 

§

を
し
め
る
か
を
明
ら
か
.に
す
る
こ
と
で
あ

：る
0 

ぺ

.

「

ギ
：.ル
マ
シ
は

T

一
節
冒
頭
の
引
用
や
本
節
冒
頭
め
主
張
に

う

.

か
が
わ̂
^

と 

:.

く
、::
'
;
.
右
.め
よ
，

r-v

な
'『

資
本g

i
.

め
叙
述
の
不
究
分̂
を
漠
然
と
感
じ
て
は
：い
た
. 

:
ッ
が
、
問

題

を

：
正

;1
.
く

提

起

し
:;
'

展

開

す

る

.，こ
i

は
で
き
^
か
：っ
た
。

ギ
ル
マ
ン 

'

は
利
潤
率̂

^
の
.

1

^

|を
、
^
現
困
難
に
艺
も
な
う
利
獨
率
“

「

純
利
潤 

,:
;

.率」

.
：
め

下

落

の

：
問

題

と

し

：
て

.
杷

え

る

.
乙

と

虼

よ

ら

て

、
：

『

資

本

論

』

.の
不
充
分 

j
さ
を
の
ぞ
こ
う
と
し
た
。

し
か
し

.こ
れ
は
！

i

実

上

はマ
ル

ク

ス
の
：

「

法
則」

そ 

:

の
も
.の
.の
否
認
を
意
味
ず
る
.も
の
で
あ
つ
た
。

し
か
も
ギ
ル
マ
ン
は
自

-t
マ

.
ル
ク
ス
の「

法
則」

.
，の
内
容
か
ら
は
な
れ
て

r「

純
利
潤
率」

V
の
低
落
を
問
題
と■ 

し

な

が

ら

も

、
こ

れ

を

マ

：
ル

ク

ス

：
の

「

法

則̂

め
-̂

用
語
し
の
修
正
义
み
な
し、

 ̂

「

純
利
潤
率」

の
低
落
を
、：'
#_

」

0>
發
か
ル
と:1.
て
杷
ぇ
た
た
め-:
'

「

^

 

' 

潤
率」

に
か
：ん
す
る
彼
の
翁
自
体
は
.
き

わ

め

，
て

混

乱

し

^

^
の
：
と

^
.
?
て

し 

ま
マ
た
の
で
如
る0

■

.
.

(

な
お
こ
の
修
：正4
関
述
し
て
：、
，：剩
，余
価
値
が
ら
不
生
產
的
費
用
智
の
ぞ

'■
■'

一
：い.て

釙

算

す

る

「

純
剌
免
_
値

窗
.：と
1>
ぅ
繁
も
ま
た
、
.剰

余

価

値

率

本

. 

:
_來
の
.意
義
を
全
く
失
0
た

:^
の
と
い
.わ
ね
'ば
：な
ら
欢
い
。

「

剰
余
価
値
率

」

'

',

は

「

資
本
it

ょ
る
労
働
*

の…
…

搾
取
.度
®

正
：確
なm

現」

で
あ
っ
て
、
こ 

れ
か
ら：

不
生
産
的
費
用
を
さ
し
か
く
こ
ん
は
、
不
.
生
，
産

的

：
費

用

が

旁

働

力

.
の

.

-■
■

,
'
.
:
:
,

 

.,.
■

ソ
ン
■•
,
, 

'•.

-
.
.

.
'機
取
に
ょ
る.と
.
と

を

..隠

蔽

す

る

と

'>
:
.に
.，
な

.
る
。)

.

.

.
'
'

:

さ
て
、
:以
上
の
ご
と
く、
，:¥
ル

.マ
シ
は
マ̂

ク
ス
め
^
法
則
^
本
来
办
意
義.
:'
. 

を
見
失
っ
て
い
た
め
で
あ
る
か
ら
、

「

法
則」

論
自
体
の
検
討
と
し
て
は
、

こ 

.

れ
以
上
ギ
ル
マ
ン
の
所
説
に
た
ち
い
る
必
要
は
な
か
ろ
ぅ
。

し
か
し
、

「

純
利 

澗
率」

の
下
落
に
■つ
い
て
の
ギ
ル
マ
ン

'の
^
■
を
^__

_

そ
れ
を
.「

法
則
1-
の
■作 

用

の

：現

わ

れ
'̂
み
.て

い

；だ

点

は

：
1

疮
別
t
';
l
>
て

一

货̂

階

め

利

潤

率-©
運
動
. 

に
か
ん
す
る
と
丄
て
検
對
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

。

.

:.
.

■'
■'と
こ
.が
で
、
'
現
段
階

k

凇

げ

傷

潤

率

の

謹

：

■の

分

析

い
^

:
:
■'

'.
も

、
：刺
潤
の
勢
撕
免
傰
蓮
ギ
る
ギ

^

マ
ビ
の
特
微
は
が
そ
の
汾
观
を
制
豹
づ
け

:

.

.

て

い

る

？
：
全

体

を

通

し

；

H
、

:.;
:

利

满

め_

:

.

^た

が

へ

っ

汶

利

潤

の

源

凌

:0

問

題
.'
'
'
:

.

•
は
き
わ
め
て
粗
雑
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
ギ
ル
マ
ン
は
、
現
段
階
で
は
剰
余
価
値

:

:

■

.;
•
ギ

ル

マ

ン

『

利
潤
率
の
街̂

す
る
と
い
ぅ
の
で
あ
ろ
-5
か
。

こ
：れ
に
つ
い
て
、
ギ
ル
.マ
ン
は
す
で
に
.み
た
よ 

.ぅ
な
条
件(

A;
七

直

を

-あ
げ
て
い
る
が
、
と
く
に
強
調
す
る
の
は

3

「

価 

格
を
支
配
：す
る
能
力
と
、
規
模
の
経
済
に
よ
ヮ
て
利
得
す
，る
能
力
と
に
か
ん
す

• 

.
:る
独
占
の
莫
大
众
利
益

」
(p. 

7
0
>
i
、.

馨

霞

良

の「
質

的

変

化

.
一

に

よ 

'

っ：：

て
は
M

的

霞

を

膚

め

名-

と
：
な

し

：
に

''
>
固
定
資
本
の
：--
]剰
^

®
を

創
. 

:此

や

塞
#
>:
'
レ
ガ
#
§
6
が

：̂
5-
'
質
晰
機
能̂

が
^

^
れ

る
?.
00
0
.
傍 

点
引
用
者)

こ
と
と
で
あ
る
？
こ
"こ
で
ギ
ル
：
マ>
.
は

、
_
独

占

資

本

が

特

別

優

秀
 

:

な
技
衡
に
：よ
；
ァ

て

畫

力

を

向

上

-

と
を
：、.た
：だ

ち

に̂
剰

余

獲

を

創、
■ 

出
す
か
基
礎1—
'
の
強
化
、
剰

余,#
1
値
*

利

潤

率

の

：
増

.

大A.J'

しV.

把
.え
る
誤
り 

;を
叙
.
か

し

乂

い

：
る

0
:

た
-'
1
.か
む
平
均
以
上
の
生
産
カ
を
も
^
企

業

は

ジ

商

品

の_
 

個

別

的

価

値

と

：裝

価

値

咩

の

！

1

額

を

特

別

觸

余

灌

と

し

て

享

受

す

る

。

こ 

，
れ

は

自

由

競

争

の

.

も
と
で
は
、'
.新
し
い
機
械
設
備
の
普
及
に
.よ
.っ
て
?i
M
す
る 

"が
、
：' 独
：̂

本
主
！§
の
:%
と
ヤ
ば
、
べ̂

1

.
の

醫

迄

き

わ

め

て

大

資

本

を

要
 

す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、

か
な
り
の
間
維
持
さ
れ
る

-^
向

に

あ

る
.0
だ
が
、
独' 

i

曼

麥

生

産

カ

寒

ブ

層

向

上
^
て
パ
—

己

の

商

掛

の

屬

的

価

孩

を

》

層
低 

.め
た
り「

当
該
部
門
の
商
品
総
額
2

”層

多

ぐ

の

部

分

を

生

零,̂
よ
ぅ
に
.な

，
 

A

M

:m;
会
的
価
値
の
脑T :
l

-'
^
炎
*

？
て
特
別
^
^
価
値
の
減
少
が
生
じ 

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

ギ
ル
マ
.
ン
の
ご
と
く
独
古
資
本
に
よ
各
生
産
カ
の 

向
上
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
剰
余
価
値
の
増
大
と
み
る
.の
は
.
'誤
り
で
あ
る
0
:バ
も 

.

と
—

ゾ

規

段

隋

の

齢

徵

^

い
ー
扣
れ
石
新
^

い

機

械

霞

に̂

ら
な
い
生
産
カ' 

^
向

五

黎

は

淡

露̂

^
が
窠
要
仏
從̂

^
演

及

こ

れ

ば

覆

価

値

を

増

木

：

す
る
の
で
あ
る'か
、N
ギ
ル
マ
ン
は
こ
の
点
を
全
く
見
逃
し
て
い
る

。)



:
:独

は

菊

や

ほ

か
^>

:
:
r
M

の
支
配
1
:を

通
:1
:
;て
商
品
_

を
.価
値 

♦
以
上
に
つ
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
得
す
る
。
し
か
し
、.
こ
.
れ

に

つ

い

て
 

も
、
ギ
ル
マ
ン
は
混
乱
1
て
い
る
。
彼
は
、

「

価
格
は
そ
の
産
業
で
機
能
し
て 

い
る
単
位
の
；う
ち
能
率
の
も
っ
と

'%
低
い
と
。こ
み
の
：坐
産
物
の
費
乱
れ
水
準
で 

.
決
足
さ
.，れ
る
が(

»
访

阪

売
:0
大
都
分
は̂

ん
^
も
能
率
の.高

い

単

位
.0
^:

•物
.に
お
い
て
実
現
さ
れ
る」

CP. 
7
0
)

と
い
う
が
、
独
占
段
階
と
い
え

ど

も

、 

こ
の
よ
う
な
原
則
が'
般
的
に
作
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
毛
頭
な
い
。
ま
た
た 

'と
え
あ
る
留̂1
1

こ
，
の

よ

う

に

し

て

独

占

^

^

が
定
め
ら
れ
た.と
しV

も
、.
.こ
..

.

こ
；で
生
じ
る@
1
1利
潤
は
^

^

で̂
:-
4

;

門̂
：の̂

:
か̂
ら
の
鹅
除
か
、
為
る
：
 

い
社
^

^
者
の
賃
金
ゃ
他
办
襲
者
の
所
得
か
ら
ー
の
控
除
で

^
る
。：
名
ら
に
.ァ 

メ
リ
カ(

の
場
合
は
い
：
'海

外

賀

易

を

通.1
:
亡
の
超
過
称
潤
：の
.勤
故
.於
次
き
备
思
味
；
 

を
も
っ
て
い
る
:°
つ
ま
り
；
^

づ
り
上
げ
の4-
と

，
で

生

じ

る

の

は

、

剰

余

価

直

： 

ま

た

：
は
.

価
隹
の
移
転
で
あ'.
?
て
、
と
の
場
合
新
た
に
剰
余
顧
値
が
如 

ゎ
け
で
は
決
し
て
：な

い
':
0」

こ
.
こ
，
に

触

囊

本

と

非

^

1

1

^
本

：
，
独

立

生

産

者

- - 

労
着
者
汰
衆
七
の
対
殳
、
.

ァ
メ
リ
力
紙
也
戴
本

と

海

®

既の
資

本

家

あ

るい 

は
労
働
者
蜜

と

の

：対
立
塞
然
化
す
る
根
拠
が
本

る
;'
0

：

'
.■
;;
'
么
：へ
い

：

ン 

し
：た
が.っ
て
、
現1

に
お
け
I

率
の
# ：
析
に
お
い
：て
ば
ハ^ :
ー
部
^

に
へ 

お
け
る
独

占

資

本

と非

独

占

狐

占

的

部

門

と

非
^

!
的
部
同
、
等口
分

け
：
: 

て
.そ
れ
.ぞ
れ
，の

利

潤

率.0
動
き
を
考
察
し
、
そ
こ
に
：お
け
る
取
奪
関
係

^
^

関

顧

を

明

ら

か

，
に

^

る

必

要

が

：
あ

る

0

さ

ら
.に
労
働
者‘の
賃
金
部
分
か?>
の

収

：
 

奪
や
、
と
く
に
ア
メ
"
リ

カ

：
の

場

合

は

海

外

®

を
通
じ
て
め̂

t

利

潤

：
の

獲

得
 

.
を
、..
>
.注
0
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
。
^
か
し
ギ
ル+マ
ジ
亡
ぁ
っ
て
は£
,の
よ
う
.
.

な
分
析
は
ほと

ん

ど行
わ
れ
ては
い
な
い
。.利
_
率
が
1

^
ヤ

か，、J 
i

t-
h

.0 ' 

な
#
に
、
矛

盾

を
^
出

そ

う

と"い
チ

観

点

は

き

お

め

て

定

し

ぐ

:'
矛

盾

は

も

つ
 

■.
'
.ぱ

：ち

卖

現

：の

菌

難

悴

_

,

め

ら

れ

：る

：
の

で

：
あ

る

。
：
：
¥

 

, 

丨
.、:-
'
'
-
-と

：
こ^ -
.
:で

、
；
：
実

現
^

^

の

問

題

は

ギ

ル

：
：
マ

(

ン

が

も

：
つ
.
と

も

法0

* ^

る

も
0
 

は

あ

る

が

、そ
の
分
析
は決

し

て
充
分
な
も

の

と

は.い
え
な
い
。
た
と
え
ば

「

法
 

.

則

の

動

態

」

め

篇

明

：
に

：
ぉ

：

4

:

て

(

£

節

九

〇

頁

参

憑
^
^
^
 ̂

.成
负
高
^

^
産
如
能
カ
吻
増
大
ー’佌
方
で
の
ー
雇̂

相
対
的
滅
少
に
ょ
る
消
：
 

へ
費
市
場
：
の
：
^

\->生
連

と
消
齋
：
t

の
対
立
4
:価
格
观
下
げ4

利
潤
率
下
落
と
い 

う
系
列
を
，たて

る

が

、こ
こ

に

は

第
一
部
門
を
主
導
と
し
た
和
鮮
^

^
® '
わ
が 

/i
体
を
不
均
衡
=
実
魂
困
灘
土
み
な
汁
素
朴
及
過
少
置
説
的
見
解
が
み
ら
れ
ン 

:
^
:
葫

段

賴

に

が

：
ん

牙

.

る
分
析
光_

,
実
現
困
灘
龙
倍
加
ず
る
諸
要
因
を
個
別

' 

的

に
と

り

あ

げ

てい
る
に
と

ど

ま

り

、現
段
階
の
循P

過
程
の
特
徴
を
解
明
す 

る
に
は
い
たつ
て
い
な
い
。

も
つ
と
も
こ
.の
点
は''
,ギ

，
ル

へ

マ

ジ

自

身

認

め

.て

.お

:

点
办
_
考
察
さ
办_
た
：：め
、
；
1
景

気
灣

自

体
の

動

態

の

部

分

的

説

姻

令

ふ

く 

ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
.

」

.(

?-1
1
3
>

と
の
べ
て
い
る
。

し
か
し
、

彼
の
：主
張 

が
：
利

潤

率
:©
運

動

.を

利

潤

の

生

産

^

実

現

^ :
の
。
.

「

統

.

.
ー

J

に
.
ぉ
.
い

て

把

え

ょ

う
 

.
」

>■
:す
名
^
に
#

マ
た
基
オ
れ
ば
、
パ
資
本
制
生
産
め
も
と
：で
の
市
場
の
運
動
を

4
' 

:面
的
底
焚
明
す
る£

^
な

.1
>#:
;
は
、
へ
彼
の
課
弾
似
果
さ
れ
な
か
；？
た
：は
ず
で

.あ

：
 

る
：。u
鄭

で
0
爷
た
ょ
：う
に
：、
：
馨

は

刺

潤

率

低

落

法

則

ウ

价

用

と

そ

の

寫

. 

義
を
，
產
業
循
環
の
運
'a
の
枚
か
で
明
ら
か̂
し
な
.け
れ
ば
^
ら
な
い
と
.考
え 

K

い

る

：が

、
.
M
CO
.こ
と
は
、
..
'
資

本

蓄

積

.
生

産

カ

向

上

め

過

程

に

：
ぉ

け

る

諸

矛

.

廒
の
運
動
を
全
面
的
に
究
明
し
、
産
業
循
環
の
蓮
動
自
体
を
明
ら
か
に
す
る
努

. 

カ
を
通
じ
て
は
じ
め
て
な
し
ぅ
：る
も
の
，と
思
ぅ

0)

:'
:

-

.

最

後

に

、
ギ

：ル
マ
ン
が
と
く
に

-1
法
1:
の
.「

統

計

的

検

証

：
一

を

重

視

1>
て

. 

'い
た
に
^
か
か
わ
ら
ず
ハ
そ
の
内
容
を
検
討
し
な
か
ァ
た
点
に
つ
^
て
ー
言
し 

介
け
れ
过
な
ら
な
い
"
ギ
ル
'

r

ン

汝「

法
則」

0.
-1
縑
計
的
檢
証1—
'
を

重

视

し. 

\

た
の
は
、
：
根
本
的
に
^

.
彼
が
マ
木
ク
ス.の
.

「

法
則」

を
、'
実

現
:?
れ
.
た

利 

潤

’
統

計

的

に̂
测
定
さ
^

^

十
利
潤
め
問
題
と
理
解
し
扛
こ
と
に
上
る
と 

思
わ
れ
る
。

し

か

し

こ

の法̂
則」

-
は
す
で
に
み
た
ご
と
ぐ
、
き
わ
め
：で
長
期 

的
な
も
の
で
あ
る
ぅ
え
に
‘，
利
潤
の
諸
所
得
へ
の
分
裂
や
実
現
め
問
題
を
劫 

:

捨
象
し
て
論
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

■し

た

が

？
て
。
既
存
の
：統

計

資

料

の

制

，
 

約
に
よ
つ
七
、
.
マ
ル
タ
ス
め
肴
機
的
構
两
•剰
余
価
値
率

r 

平
均
利
潤
率
、
''

等

，

'
が

検

出

さ

れ

ー

に

べ

い

と

1>
,ぅ

困

難

钇

ー

髮

外

視

し

た

と

：レ
て
も
、
ご

.の

「

法 

則」

'は
]1
'
^
|
§̂
§1
淨

や

か

調

の

率

の

.変
化
に
お
い
て
だ
だ
ち
に
確
認
さ 

れ
る
と
い̂:
よ
}
な
% :
'
の
で
は
な
い
。：と
:.
<

に
；̂

段
階
に
お
：い
て
は
、
^

3
価
' 

格
の
成
立
が
刺
潤
率
の
平
均
化
：の
運
動

[=
!
体
を
規
制
ず
る
し
、
.
独

击

資

本

に

.
ょ 

る
労
働
大
衆
や
海
外
諸
国
よ
り
の
双

^

の
問
題
#
ク
ロ
：-
ズ

.
ア.
.ッ

プ

さ

，れ

て
‘ 

く
る
。
そ
れ
ゆ
‘克
、

こ
れ
ら
多
く
の
諸
問
題
を
分
析

^

か
.が
る
！̂

件

の
/% 

と
で「

箭

—
が
.い
か
に
づ
ら.ぬ
か
れ
る
か̂

い

ぅ

点

を

4

藤
ヤ
か
かi

 
W5 '
か
^i

# '
が
明
あ
か
：
.
に

な

：ら

な

ぃ

と

敗

ぅ

。
〃

(

ギ
ー
ル

：マ

ン

の
' 

:「

統

認

銜

証」

;:
:

に
凇
け
る_

り
％

^
か
る
理
論
的
研
究
の
宓
要
性
を
わ
れ

「 

わ
札
に
教
え
て
い
る
。
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.
ギ

リ

ル

マ
ン『

利
陬
率
の
低
落』

V

を
め
ぐ
一
？
て
‘
'

.:

以
上
、
，ギ.ル
へ
マ
ン
の
労
作
に
 ̂

の
べ
て
き 

:
:

松

：。
し
扒
も
従
来
の
，
-1
法
則
^

を

め

ー

ぐ

る

論

議

に

^
:

ら
べ
れ
ば
、

」

産
業
循
環
の 

.

.%
と
'で
、
；
：あ
冬
い
は
規
段
階
の
も
ど
で
、
：
こ

の
「

法
則」

の
.
作

用

：を

確

認

し

ょ 

グ
と
'し
た
彼
の
問
題
意
識
自
体
は
か
が
り
ユ

,
|
1
.
丨
.ク
;な
も
の
之
い
克
ょ3
。
'
彼 

一
-

o問

題

提

起

は

霖

な

誤9
を
柄
か
V
て
は
：い
た
が
、

し
が
し
彼
が
と
り
く
も 

.、

.

.ヶ
と
..：し
.た
.問
題
成
、

:'F

如
^
スの

：：

^

法

則

」

；
に
，
か

^

す

石

従

来

の

理

解

の

水

準
 

.

.

.

〈

：r

節
参
照) 

'で:

は
解
答
を
尊
え
る
ど̂
の
で
'き
な
い
も
の
；で
あ
る
。
こ
の
点
は 

'

.

.

充
分
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ギ
ル
マ
ン
を
批
判

V

て
.
、
：.
マ

ル

ク 
k

のf

法
則」

は
実
現
：を
捨
象
し.■て
生
産
さ
れ
る
利
潤
の
率
の
低
落
を
論
じ
た
も 

.'V

の
で
あ
な.と
か
、

マ
ル
ク
ス
は
独
占
段
階
の
問
題
と
.し
て

ご
'
の
、

「

法

則」

.
を

展 

.

_

し
だ
の
で
は
な
い
と
か
い
う

こ

と
は
ぎ
わ
め̂

j

や
さ

：し

い

が.:
>〗

し
か
し

と

う

 

し
た
批
判
に
と
ど
ま
つ
て
い
，て
は
な
ら
な
い
9

こ

の

ょ

うな
公
式
的
批
判
をく 

.

り

か

：
え

し

で

い

柘

の

^

は

こ

％

.
1
"

法
趔
が
資
本
蓄
積
の
運
動
に
へ
お

.ぃ
そ
^ ̂

た
独
占
段
階
に.お
げ
る
資
本
蓄
積
の
運
動
に
お
¥
て
、

い
'か
な
る
意
味
を
も
つ 

.て
い
る
か
と
い
う
肝
心
の
点
は

•

ー
时
に
明
ら
か
に
な
ら
な
い
で
お
ろ
う
。
ギ
ル 

'，
ぺ
マ̂-
の
鞔
ナ
ぞ
真
^
克
學
を
た
め
に
は
ゝ
ー
從
来
の
論
議
め
暇
界
を
こ
え
る
努 

:

;
'ガ
が
^

要

で

あ

る

。
>.
;」

の

紹

介

が

か

が

る

問

題

の

所

奢

少

し

で

も

示

す

こ

と
 

■

:,
-

が

^

あ

た

な

ら

が

幸

ぃ

：
で

ぁ

る
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